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全国高齢者調査における回収不能者と回答者の特性比較

6年後の追跡調査から
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目的　6年後の追跡調査に基づいて，①高齢者に対する訪問面接調査の回収不能者の特性を回答

者と比較することによって明らかにすること，②回収不能者の存在が変数間の関連にどのよ

うな影響を与えるかを明らかにすることを目的としている。

対象と方法　全国60歳以上の高齢者3,288人に対する訪問面接調査が1987年に行われた。この調

査の回収不能者1,010人（所在不明，死亡による不能者78人を除く）に対する調査を6年後

に郵送法で行い，559人（死亡確認，代行を含めた追跡率55.3％）から回答をえた。回答者

2,200人に対しては同じく6年後に訪問面接法で行い，2,060人（死亡確認，代行も含めた追

跡率93.6％）から回答をえた。分析に使用した項目は基本属性（年齢，性），社会関連指標

（就学年数，配偶関係，就労の有無），健康（死亡率，疾患の有無，日常生活動作の障害の有

無），主観指標（生活満足度，健康度自己評価，経済的困難度）であった。

結果　1.　追跡調査においては，回答者と比較し回収不能者は60～69歳の割合が高く，70歳代の

割合が低かった。また男性の割合が高く，就学年数が長い，生活満足度や健康度自己評価が

低いという特徴があった。回収不能理由によってその特性が異なり，回答者と比較し「健康

上の理由以外で拒否」の者では就学年数が短く，「不在」で不能の者では男性の割合が高か

った。

　2.　健康度自己評価を従属変数とし，基本属性，社会関連指標，健康，主観指標を独立変

数として重回帰分析を行った結果，回答者のみで分析した場合でも回収不能者を加えて分析

した場合でも，有意な効果をもつ変数に違いはなかった。

結論　6年後の追跡調査の時点で，本調査の回答者は回収不能者と比べて，いくつかの変数の分

布に有意差がみられ，その代表性に問題があると考えられた。しかし，本研究で取り上げた

変数間の関連に関しては，回収不能者の影響をほとんど受けていないとみられた。
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